
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）平均寿命…0歳時点から平均して何年生きられるのかを表した統計値 

    健康寿命…詳細P23参照 
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第３章「第３次計画の基本的な考え方」で示した４つの基本的な方向の中の｢健康寿命の

延伸」と「健康格差の縮小」は、生活習慣の改善や社会環境の整備によって実現される最

終的な目標となっています。 

健康寿命（注）とは「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間」の

ことを言います。令和５年における恵庭市の健康寿命は、男性が８０.９歳、女性が８５．

６歳で、平成２９年から令和５年で男性が１．４歳、女性が１．０歳の延伸となっていま

す。平均寿命は、男性が１．４歳、女性が０．９歳増加しており、健康寿命の増加分は平

均寿命の増加分と同じ、または上回る結果となっています。 

今後も健康寿命が延伸できるよう生活習慣病の予防や改善、社会環境の整備等による健

康増進対策の充実によって平均寿命との差をできる限り縮小し、介護に頼らず長く健康に

暮らすことを目指していきます。 

 

【 目標 】 

 

①  健康寿命の延伸 

 

【 評価指標 】 

 

項 目 平成２９年 現 状 令和１８年度 
参考(国＝目標

値) 
出 典 

①健康寿命 

の延伸 

男性７９．５歳     

女性８４．６歳         

男性８０．９歳          

女性８５．６歳           

（令和５年） 

現状維持 

平均寿命の増加分

を上回る健康寿命

の増加 

（令和１４年度） 

国保デー

タベース

(ＫＤＢ) 

 

【参考】平均寿命 平成２９年 男性  ８０．６歳（１．１年） 令和５年 男性 ８２．０歳（１．１年） 

  （不健康期間）  女性  ８７．３歳（２．７年）  女性 ８８．２歳（２．６年） 

 

（注）健康寿命について 

  「健康寿命」には算出方法により下記の種類があります。本計画では市町村ごとに算出が可能な要介護度を用いた「日常生活動作

が自立している期間の平均」を健康寿命の指標として用いることとします。 

 対象集団 測定方法 特徴 不健康期間 

日常生活に制限

のない期間 

国 

都道府県 

「あなたは現在健康上の問題で日常生活に何

か影響がありますか」との質問に「ない」と答え

た人を健康な状態とする。 

＊国民生活基礎調査より得られる 

10000人以 上の

回答数が必要 

全国： 

男性8.49年 

女性11.63年 

（令和4年） 

日常生活動作が

自立している期

間の平均 

国 

都道府県 

市町村 

要介護2～5を不健康な状態とし、それ以外を

健康（自立）な状態とする 

＊KDBより得られる 

市町村単位で算出

可能 

全国： 

男性1.5年 

女性3.3年 

（令和5年） 
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